
市の人口と世帯数
平成26年（2014年）5月1日現在

人口
男
女
世帯

……
……
……
……

85,070人
44,138人
40,932人
36,713世帯

（＋134人）
（＋ 86人）
（＋ 48人）
（＋114世帯）

前月比

今月の主な内容

「日本一ゴミの少ないまち、やしおを目指して」啓発標語 分別は　一人ひとりの認識で　ゴミの減少

高齢者在宅福祉生活支援サービス

介護保険制度のお知らせ／
八潮市地域防災計画を改訂③
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2

　

４
月
14
日
、
松
之
木
小
学
校
で
交
通
安
全
教
室
が
開
催
さ
れ
、
１
年
生

75
人
、
３
年
生
81
人
、
１
年
生
の
保
護
者
45
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

手をあげて横断歩道を渡る１年生手をあげて横断歩道を渡る１年生手をあげて横断歩道を渡る１年生

自転車の乗り方を学ぶ３年生自転車の乗り方を学ぶ３年生自転車の乗り方を学ぶ３年生
ゴーヤの緑のカーテン（水道部）ゴーヤの緑のカーテン（水道部）ゴーヤの緑のカーテン（水道部）

〜
青
に
な
っ
て
も
左
右
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
〜

ル
ー
ル
を
守
っ
て
交
通
安
全

ル
ー
ル
を
守
っ
て
交
通
安
全

ル
ー
ル
を
守
っ
て
交
通
安
全

ル
ー
ル
を
守
っ
て
交
通
安
全

□問
交
通
防
災
課
☎
○内
２
８
８

6～9

12協定締結／８月に消防団が県操法大会出場／
いきいきやしお写真館

第5次八潮市総合計画を策定 4
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児
童
へ
の
交
通
安
全
指
導
は
、
草
加
警
察
署
の
警
察
官
、
市
交
通
指
導
員
の

皆
さ
ん
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
児
童
は
「
正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方
」
や
「
正
し

い
道
路
の
渡
り
方
」
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
護
者
は
「
旗
振
り
教
室
」
に
参
加
し
た
の
ち
、
練
習
用
の
信
号
機

に
従
っ
て
、
児
童
が
横
断
歩
道
を
渡
る
と
き
、
ど
の
よ
う
に
旗
を
動
か
す
と
安

全
に
横
断
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
な
ど
を
練
習
し
、
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

節電にご協力をお願いします節電にご協力をお願いします節電にご協力をお願いします節電にご協力をお願いします
　市役所では、以下のと
おり全庁を挙げて節電に
取り組んでいます。
・冷房温度を28度に設定
・クールビズの徹底
・間引き照明を実施し、休憩
　時間は消灯
・パソコンなどのOA機器は、
　スリープまたは節電モード
・ゴーヤなどを植えて緑のカ
　ーテンを利用　　　その他
※電力需給のひっ迫を回避する
ためにも、ご家庭や職場での節
電にご協力をお願いします。
□問企画経営課☎○内885

ま
もさ

ゆ
う

か
く 

に
ん

こ
う  

つ
う   

あ
ん   

ぜ
ん



介護マーク

□問
長
寿
介
護
課
☎
○内
4
4
7

　

た
ん
す
、
食
器
棚
、
本
棚
な
ど

の
家
具
が
地
震
な
ど
に
よ
り
転
倒

す
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
家
具
の
転

倒
防
止
器
具
な
ど
を
取
り
付
け
ま

す
（
１
世
帯
に
つ
き
家
具
３
棹
ま

で
）。
取
り
付
け
に
は
、
く
ぎ
・

ネ
ジ
を
使
用
す
る
た
め
、
居
住
者

と
家
屋
の
所
有
者
が
別
で
あ
る
場

合
は
、
家
屋
の
所
有
者
な
ど
の
承

諾
書
が
必
要
で
す
。

□対
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
世
帯

▼
市
内
に
住
所
を
有
し
、
生
計
中

心
者
の
当
該
年
度
の
住
民
税
が
非

課
税

▼
家
具
転
倒
防
止
器
具
な
ど
を
取

り
付
け
ら
れ
る
方
が
い
な
い
世
帯

▼
次
の
①
〜
④
の
方
で
構
成
さ
れ

る
世
帯
①
65
歳
以
上
の
方
②
身
体

障
害
者
手
帳
１
〜
３
級
を
有
す
る

方
③
療
育
手
帳
Ⓐ
〜
Ｂ
を
有
す
る

方
④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
を
有
す
る
方
※
②
〜
④
に
該

当
す
る
世
帯
は
、
障
が
い
福
祉
課

（
☎
○内
４
２
８
）へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

□費
無
料

　

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
に
入
れ

た
医
療
情
報
を
参
考
に
、
救
急
隊

員
が
適
切
な
対
応
を
行
い
ま
す
。

□対
健
康
に
不
安
が
あ
り
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

▼
65
歳
以
上
で
一
人
暮
ら
し
の
方

高
齢
者
在
宅
福
祉
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

齢
者
在
宅
福
祉
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

高
齢
者
在
宅
福
祉
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

高
齢
者
在
宅
福
祉
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

高
齢
者
在
宅
福
祉
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

高
齢
者
在
宅
福
祉
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

　

寝
た
き
り
状
態
の
高
齢
者
で
、

理
美
容
店
に
通
う
こ
と
が
困
難
な

方
に
対
し
、
理
容
師
ま
た
は
美
容

師
が
訪
問
し
、
カ
ッ
ト
な
ど
の
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

利
用
日　

理
容
は
、
原
則
と
し
て

月
曜
日
。
美
容
は
、
火
曜
日
お
よ

び
第
３
水
曜
日
※
事
前
に
各
理
容・

美
容
店
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

□対
市
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以

上
で
、
寝
た
き
り
状
態
の
方

□内
▼
理
容
…
調
髪
＋
顔
剃
り
▼
美

容
…
理
美
容
券
１
枚
に
つ
き
、①

〜
③
の
い
ず
れ
か
①
カ
ラ
ー
（
染

め
）＋
化
粧
、
マ
ニ
キ
ュ
ア
、
眉

カ
ッ
ト 

②
パ
ー
マ
＋
化
粧
、
マ

ニ
キ
ュ
ア
、
眉
カ
ッ
ト
③
カ
ッ
ト

＋
化
粧
、
マ
ニ
キ
ュ
ア
、
眉
カ
ッ

ト利
用
回
数　

年
４
回
※
福
祉
理
美

容
券
は
、
交
付
枚
数
が
申
請
月
で

異
な
り
ま
す
。

□費
無
料

　

昼
食
ま
た
は
夕
食
の
い
ず
れ
か

を
１
日
１
回
自
宅
へ
お
届
け
し
、

利
用
者
の
安
否
を
確
認
し
ま
す
。

□対
市
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以

上
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

日
常
的
に
食
事
の
用
意
が
困
難
な

方▼
一
人
暮
ら
し
の
方

▼
高
齢
者
の
み
の
世
帯
な
ど

利
用
回
数　

１
週
間
に
最
大
５
回

ま
で
（
利
用
者
の
状
況
な
ど
に
よ

り
回
数
を
決
定
）

※
利
用
サ
ー
ビ
ス
の
変
更
（
配
食

回
数
、
曜
日
、
昼
食
・
夕
食
）
は

長
寿
介
護
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

□費
１
食
350
円

　

居
室
、
浴
室
、
ト
イ
レ
な
ど
の

増
改
築
ま
た
は
改
築
工
事
を
す
る

た
め
に
必
要
な
資
金
を
融
資
し
ま

す
。

□対
市
内
に
引
き
続
き
２
年
以
上
住

所
を
有
す
る
方
で
、
満
60
歳
以
上

の
親
族
と
同
居
し
て
い
る
方
ま
た

は
同
居
し
よ
う
と
す
る
方

融
資
限
度
額　

最
高
200
万
円

償
還
方
法　

元
金
均
等
月
賦
償
還

（
償
還
期
限　

10
年
以
内
）

利
子　

無
利
子　

　

民
間
賃
貸
住
宅
へ
転
居
す
る
高

齢
者
に
対
し
、
転
居
前
後
の
家
賃

の
差
額
を
３
万
円
を
限
度
と
し
て

助
成
し
ま
す
（
転
居
後
の
家
賃
が

６
万
円
を
超
え
た
部
分
は
対
象

外
）。

□対
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
世
帯

▼
住
宅
の
取
り
壊
し
な
ど
に
よ
り

民
間
賃
貸
住
宅
へ
転
居
す
る
世
帯

▼
本
市
に
引
き
続
き
２
年
以
上
住

所
を
有
す
る
65
歳
以
上
の
方
の
み

の
世
帯

▼
生
計
中
心
者
の
当
該
年
度
分
の

住
民
税
が
非
課
税

▼
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
世

帯

　

発
信
装
置
に
よ
る
位
置
探
知
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
て
、
徘
徊
す
る

高
齢
者
を
早
期
に
発
見
し
、
家
族

の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

□対
徘
徊
の
症
状
が
見
ら
れ
る
認
知

症
の
高
齢
者
を
介
護
す
る
同
居
家

族□費
毎
月
の
利
用
料
は
市
が
負
担
、

利
用
開
始
に
係
る
費
用
（
１
万

円
）
は
利
用
者
が
負
担

　

火
災
警
報
器
、
電
磁
調
理
器
な

ど
を
給
付
ま
た
は
貸
与
し
ま
す
。

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
え
ひ
ろ

荘
で
、
身
体
状
況
に
応
じ
た
日
常

動
作
訓
練
、
趣
味
活
動
な
ど
で
１

日
を
過
ご
し
ま
す
（
送
迎
有
り
）。

□対
市
内
に
住
所
を
有
す
る
60
歳
以

上
の
一
人
暮
ら
し
な
ど
で
、
家
に

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
方

□費
無
料
（
昼
食
代
は
自
己
負
担
）

　

各
種
サ
ー
ビ
ス
の
申
し
込
み
や

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
長
寿

介
護
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
在
宅
福
祉
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
、
在
宅
者
へ

の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
利
用
者
が
病

院
や
介
護
保
険
施
設
な
ど
に
入

院
・
入
所
し
た
場
合
は
必
ず
長
寿

介
護
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

紙
お
む
つ
の

給
付
サ
ー
ビ
ス

紙
お
む
つ
の

給
付
サ
ー
ビ
ス

紙
お
む
つ
の

給
付
サ
ー
ビ
ス

訪
問
理
美
容

サ
ー
ビ
ス

訪
問
理
美
容

サ
ー
ビ
ス

訪
問
理
美
容

サ
ー
ビ
ス

　

乾
燥
殺
菌
（
４
月
・
10
月
）
お

よ
び
丸
洗
い
殺
菌（
７
月
・
１
月
）

寝
具
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス

寝
具
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス

寝
具
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス

高
齢
者
世
帯
等
住
み
替
え

住
宅
家
賃
助
成
制
度

高
齢
者
世
帯
等
住
み
替
え

住
宅
家
賃
助
成
制
度

高
齢
者
世
帯
等
住
み
替
え

住
宅
家
賃
助
成
制
度

日
常
生
活
用
具

給
付
等
サ
ー
ビ
ス

日
常
生
活
用
具

給
付
等
サ
ー
ビ
ス

日
常
生
活
用
具

給
付
等
サ
ー
ビ
ス

生
き
が
い
活
動
通
所

支
援
サ
ー
ビ
ス

生
き
が
い
活
動
通
所

支
援
サ
ー
ビ
ス

生
き
が
い
活
動
通
所

支
援
サ
ー
ビ
ス

徘
徊
す
る
高
齢
者
の

家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス

徘
徊
す
る
高
齢
者
の

家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス

徘
徊
す
る
高
齢
者
の

家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス

〜
「
生
涯
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
暮
ら
し
」
を
目
指
し
て
〜

〜
「
生
涯
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
暮
ら
し
」
を
目
指
し
て

〜
「
生
涯
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
暮
ら
し
」
を
目
指
し
て
〜

〜
「
生
涯
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
暮
ら
し
」
を
目
指
し
て
〜

〜
「
生
涯
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
暮
ら
し
」
を
目
指
し
て
〜

〜
「
生
涯
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
暮
ら
し
」
を
目
指
し
て
〜

救急医療情報キット

▲緊急通報電話機

ペンダント型
無線発信機▶

家
具
転
倒
防
止
器
具
等

取
付
サ
ー
ビ
ス

家
具
転
倒
防
止
器
具
等

取
付
サ
ー
ビ
ス

家
具
転
倒
防
止
器
具
等

取
付
サ
ー
ビ
ス

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

　

緊
急
通
報
端
末
機
器
（
緊
急
通

報
電
話
機
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
型
無
線

発
信
機
）
を
貸
与
し
ま
す
。
急
病

な
ど
で
緊
急
時
に
ボ
タ
ン
を
押
す

と
、
受
付
セ
ン
タ
ー
か
ら
消
防
署

に
通
報
が
入
り
、
迅
速
な
救
急
活

動
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
日
常
生

活
な
ど
に
関
す
る
相
談
も
ボ
タ
ン

を
押
す
だ
け
で
受
付
セ
ン
タ
ー
に

つ
な
が
り
、
話
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

□対
市
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以

上
で
、
電
話
回
線
を
有
し
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

▼
一
人
暮
ら
し
で
虚
弱
な
方

▼
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
、
世
帯

員
が
虚
弱
な
方

▼
家
族
が
い
る
方
で
、
長
時
間
一

人
暮
ら
し
と
同
様
の
状
態
と
な
る

虚
弱
な
方

□費
無
料
※
回
線
使
用
料
（
基
本
料

緊
急
時
通
報

シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス

緊
急
時
通
報

シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス

緊
急
時
通
報

シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス

高
齢
者
居
室
等

整
備
資
金
融
資
制
度

高
齢
者
居
室
等

整
備
資
金
融
資
制
度

高
齢
者
居
室
等

整
備
資
金
融
資
制
度

配
食
サ
ー
ビ
ス

配
食
サ
ー
ビ
ス

配
食
サ
ー
ビ
ス

　

介
護
者
が
、
公
衆
ト
イ
レ
に
付

き
添
う
と
き
や
、
男
性
介
護
者
が

女
性
用
衣
服
を
購
入
す
る
と
き
な

ど
に
、
介
護
中
で
あ
る
こ
と
を
周

囲
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

「
介
護
マ
ー
ク
」
を
配
布
し
て
い

ま
す
。

□対
認
知
症
高
齢
者
や
要
介
護
者
な

ど
の
介
護
を
し
て
い
る
方

□費
無
料 介

護
マ
ー
ク
の
配
布

介
護
マ
ー
ク
の
配
布

介
護
マ
ー
ク
の
配
布

　

高
齢
者
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域
の
中
で
安
心
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
高
齢
者
在
宅

福
祉
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。　

毎
月
中
旬
に
、
八
潮
薬
業
協
同

組
合
に
加
盟
し
て
い
る
薬
局
店
が

自
宅
へ
届
け
ま
す
（
申
請
月
の
翌

月
か
ら
給
付
開
始
）。

□対
市
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以

上
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方

▼
要
介
護
４
ま
た
は
５
と
認
定
さ

れ
た
方

▼
６
カ
月
以
上
、
次
の
い
ず
れ
か

の
状
態
が
続
き
、
常
時
紙
お
む
つ

を
必
要
と
す
る
方

・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い

方
で
、
寝
た
き
り
状
態
の
方

・
重
度
の
認
知
症
状
態
の
方

・
要
介
護
３
と
認
定
さ
れ
た
方
で
、

疾
病
な
ど
で
常
時
失
禁
状
態
の
方

□内
次
の
①
〜
④
の
中
か
ら
、
毎
月

1
回
必
要
と
す
る
１
種
類
の
決
め

ら
れ
た
枚
数
を
給
付
①
テ
ー
プ
止

め
パ
ン
ツ
＋
尿
取
り
パ
ッ
ド
②
は

く
パ
ン
ツ
（
リ
ハ
ビ
リ
パ
ン
ツ
）

③
フ
ラ
ッ
ト
タ
イ
プ
④
尿
取
り
パ

ッ
ド

※
サ
イ
ズ
（
S
・
M
・
L
・
L
L
）

に
よ
っ
て
、
各
パ
ン
ツ
の
枚
数
が

▼
高
齢
者
の
み
の
世
帯
に
属
す
る

方▼
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
方
で
一

人
暮
ら
し
の
方

▼
65
歳
以
上
ま
た
は
心
身
に
障
が

い
の
あ
る
方
で
、
長
時
間
一
人
暮

ら
し
と
同
様
の
状
態
（
日
中
一
人

で
家
で
過
ご
す
な
ど
）
の
方

□費
無
料

金
）、
屋
内
配
線
使
用
料
お
よ
び

通
話
料
は
自
己
負
担

異
な
り
ま
す
。
サ
イ
ズ
・
種
類
の

変
更
は
、
長
寿
介
護
課
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

□費
無
料

を
行
い
ま
す
。

□対
市
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以

上
で
、
寝
た
き
り
状
態
と
な
り
、

寝
具
の
洗
濯
お
よ
び
乾
燥
が
困
難

な
方
（
寝
具
の
手
入
れ
が
で
き
る

方
が
同
居
し
て
い
る
世
帯
は
対
象

外
）

□費
無
料

保
証
人　

市
内
に
２
年
以
上
住
所

を
有
す
る
こ
と
な
ど
、
要
件
を
満

た
す
２
人
以
上
の
保
証
人
が
必
要

※
高
齢
者
居
室
等
整
備
計
画
書
、

工
事
見
積
書
な
ど
の
書
類
が
必
要

と
な
る
た
め
、
長
寿
介
護
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□対
市
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以

上
で
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど

□費
所
得
税
課
税
状
況
に
よ
り
無
料

〜
全
額
負
担
の
７
階
層

し
っ 

ぺ
い

（2） 平成26年（2014年）6月10日広報 No.763



　

広
報
や
し
お
５
月
号
に
引
き
続
き
計
画
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
回
は
、
計

画
の
主
な
改
訂
内
容
で
す
。　

（3） No.763広報 平成26年（2014年）6月10日

 

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望

す
る
方
は
、
長
寿
介
護
課
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
後
、
認
定
調
査
を
実
施
し
、

市
か
ら
主
治
医
に
意
見
書
の
作
成

を
依
頼
し
ま
す
。

 

そ
の
結
果
を
も
と
に
、
介
護
が

必
要
な
状
態
で
あ
る
か
ど
う
か
、

ま
た
、
介
護
が
必
要
で
あ
る
場
合
、

ど
の
程
度
の
介
護
が
必
要
で
あ
る

　

介
護
保
険
は
、
高
齢
者
自
身
や
家
族
が
抱
え
る
介
護
の
不
安
・
負
担
を
社
会
全
体
で
支
え
合
う
社
会
保
険
制
度
で
す
。

介
護
保
険
制
度
の
お
知
ら
せ

介
護
保
険
制
度
の
お
知
ら
せ

介
護
保
険
制
度
の
お
知
ら
せ

□問
長
寿
介
護
課
☎
○内
4
4
3

□問
交
通
防
災
課
☎
○内
3
0
5

か
が
認
定
審
査
会
で
決
定
さ
れ
ま

す
。介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
居

宅
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
サ
ー
ビ
ス
な

ど
が
あ
り
、
利
用
者
の
希
望
に
合

う
も
の
を
組
み
合
わ
せ
て
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
は
、

「
特
定
し
っ
ぺ
い

疾
病
が
原
因
で
介
護
や
支

援
が
必
要
な
状
態
」
で
あ
る
方
が

申
請
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
対
象
と
な
る
特
定
疾
病

は
主
治
医
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料

は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費

用
な
ど
か
ら
、
基
準
額
を
算
出
し

ま
す
。

　

こ
の
基
準
額
を
も
と
に
、
本
人

と
世
帯
員
の
住
民
税
の
課
税
状
況

や
所
得
に
よ
り
、
負
担
能
力
に
応

じ
て
８
段
階
10
区
分
に
定
め
て
い

ま
す
。

　

特
別
な
事
情
が
な
く
保
険
料
を

滞
納
す
る
と
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
場
合
に
、
次
の
よ
う
な

給
付
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

▼
利
用
料
の
支
払
方
法
の
変
更

▼
給
付
の
一
時
差
止

▼
利
用
料
の
自
己
負
担
額
変
更
、

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
不
支
給

※
保
険
料
は
、
納
め
忘
れ
の
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

介
護
保
険
料
の
決
め
方

保
険
料
を
納
め
な
い
で
い
る
と

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は

保険料一覧表
段階段階段階

第1段階

第2段階

特　  例
第3段階

第3段階

特　  例
第4段階

第4段階

第5段階

第6段階

第7段階

第8段階

27,100円
（基準額×0.5）

27,100円
（基準額×0.5）

35,200円
（基準額×0.65）

40,600円
（基準額×0.75）

49,300円
（基準額×0.91）

54,200円
（基準額）

62,800円
（基準額×1.16）

67,700円
（基準額×1.25）

81,300円
（基準額×1.5）

94,800円
（基準額×1.75）

対象者対象者対象者 保険料(年額)保険料(年額)保険料(年額)

生活保護を受給している方
世帯全員が住民税非課税で、老齢福祉年金を
受給している方

世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得
金額＋課税年金収入額が80万円以下の方

世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得
金額＋課税年金収入額が120万円以下で第2
段階以外の方

世帯の誰かに住民税が課税されているが、本
人は住民税非課税で、前年の合計所得金額＋
課税年金収入額が80万円以下の方

世帯の誰かに住民税が課税されているが、本
人は住民税非課税の方（特例第４段階以外の
方）

本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が
125万円未満の方

本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が
125万円以上190万円未満の方

本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が
190万円以上400万円未満の方

本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が
400万円以上の方

世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得
金額＋課税年金収入額が120万円を超える方

◯
◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

八潮市の介護サービス総費用のうち65歳以上の人の負担分
――――――――――――――――――――――――――

八潮市の65歳以上の人数
八潮市の介護サービス総費用のうち65歳以上の人の負担分
――――――――――――――――――――――――――

八潮市の65歳以上の人数
基準額

54,200円

※
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

八
潮
市
地
域
防
災
計
画
を
改
訂
③

　

鉄
道
や
公
共
交
通
の
運
行
停
止

に
よ
り
、
多
く
の
帰
宅
困
難
者
が

発
生
す
る
こ
と
を
想
定
し
、
帰
宅

困
難
者
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

▼
企
業
に
よ
る
一
斉
帰
宅
の
抑
制

▼
八
潮
駅
周
辺
の
帰
宅
困
難
者
に

よ
る
混
乱
を
防
止
す
る
た
め
、
八

潮
メ
セ
ナ
・
ア
ネ
ッ
ク
ス
を
一
時

滞
在
施
設
に
指
定

　

災
害
発
生
後
の
混
乱
時
で
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
円
滑
に
受
け
入
れ

ら
れ
る
よ
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

の
応
援
の
受
入
体
制
を
確
立
し
ま

す
。

▼
発
災
直
後
、
八
潮
市
社
会
福
祉

協
議
会
と
連
携
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
受
入
窓
口
を
設
置

　

近
年
、
相
次
ぐ
異
常
気
象
に
対

応
す
る
た
め
の
対
策
を
規
定
し
ま

す
。

▼
局
所
的
な
集
中
豪
雨
（
ゲ
リ
ラ

豪
雨
）
対
策

▼
風
害
（
竜
巻
な
ど
）
予
防
対
策

　

放
射
能
汚
染
か
ら
市
民
の
安

全
・
安
心
な
生
活
を
確
保
す
る
た

め
、
放
射
能
汚
染
対
策
を
確
立
し

ま
す
。

▼
放
射
線
量
を
測
定
す
る
体
制
の

整
備

▼
放
射
線
被
ば
く
か
ら
市
民
を
守

る
た
め
、
屋
内
退
避
、
避
難
勧
告

・
指
示
の
発
令

▼
警
戒
区
域
を
設
定
し
た
場
合
は
、

飲
料
水
・
食
糧
の
摂
取
制
限
の
実

施

　

災
害
時
の
情
報
発
信
や
広
報
活

動
を
充
実
・
強
化
す
る
た
め
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
伝
達
手
段
を

取
り
入
れ
ま
す
。

▼
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

▼
市
配
信
メ
ー
ル
や
緊
急
速
報
メ

ー
ル
に
よ
る
情
報
発
信

▼
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
の

整
備

　

職
員
・
住
民
の
災
害
時
に
お
け

る
対
応
能
力
の
向
上
の
た
め
、
各

種
訓
練
な
ど
の
継
続
的
な
実
施
と

　

避
難
所
生
活
の
不
自
由
さ
を
少

し
で
も
緩
和
す
る
た
め
、
避
難
所

に
関
す
る
内
容
を
規
定
し
ま
す
。

▼
災
害
時
要
援
護
者
、
女
性
、
子

ど
も
な
ど
に
配
慮
し
た
避
難
所
の

運
営

▼
避
難
所
の
良
好
な
生
活
の
確
保

お
よ
び
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
へ

の
配
慮

▼
ペ
ッ
ト
の
取
り
扱
い
を
規
定

避
難
所
設
置・運
営
に

関
す
る
見
直
し

　

被
災
者
の
生
命
と
生
活
を
守
る

た
め
に
、
必
要
な
物
資
な
ど
の
備

蓄
を
行
い
ま
す
。

▼
災
害
時
要
援
護
者
や
女
性
な
ど

に
配
慮
し
た
備
蓄

▼
応
急
対
策
に
必
要
な
石
油
類
燃

料
の
調
達
・
確
保

　

災
害
時
の
応
急
対
策
を
迅
速
か

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

受
け
入
れ
体
制
の
確
立

職
員・住
民
の

防
災
訓
練
の
充
実

災
害
対
策
本
部
体
制
の

見
直
し

つ
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
現
在

の
職
員
組
織
体
制
に
対
応
し
た
防

災
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

▼
災
害
対
策
本
部
の
設
置
基
準
を

明
確
化

▼
業
務
継
続
計
画
（
地
震
編
）
の

策
定

▼
災
害
対
策
本
部
の
組
織
を
見
直

し
、
防
災
力
を
強
化

検
証
を
規
定
し
ま
す
。

▼
訓
練
後
に
検
証
を
行
い
、
各
種

マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
を
改
訂

＝

帰
宅
困
難
者
対
策

備
蓄
物
資
の
見
直
し

情
報
伝
達
手
段
の
充
実

放
射
能
汚
染
対
策

異
常
気
象
へ
の
対
応
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■総合計画の構成

平成
28年

平成
29年

平成
30年

平成
31年

平成
32年

平成
33年

平成
34年

平成
35年

平成
36年

平成
37年

基本構想  10年基本構想  10年

基本計画  10年基本計画  10年

（毎年見直し）（毎年見直し）

実施計画  3年実施計画  3年

実施計画  3年実施計画  3年

実施計画  3年実施計画  3年

実施計画  3年実施計画  3年

現在の家

地震に強い家

無料簡易耐震診断

地震に強いの？
地震に弱いの？

総合評価1.0以上で
あるもの

耐震改修工事
（耐震改修補助）

詳細な耐震診断
（耐震診断補助）

まずは、おおよその
耐震性を知りたい

もっと詳細に知りたい

昭和56年5月31日
以前に建築されたもの

総合評価1.0未満で
あるもの

総合評価1.0以上に
なるよう補強

市による簡易な無料診断
木造在来工法2階建ての

ものが対象

専門家による診断
安全性を評価

評価の数値（総合評価）
1.0以上あれば、
おおむね安全

補助金交付制度

あなたの家の耐震診断・耐震改修費用の
一部を補助します

□問開発建築課☎○内 ４６８ □問開発建築課☎○内 ３３５

　東日本大震災などの大地震が発生し、地震への備えが見直されている中、今
後は高い確率で首都直下地震が起きると予測されています。
　市では、木造在来工法の2階建て以下の住宅において簡易耐震診断を無料で実
施しています。また、簡易耐震診断よりも詳細な耐震診断を行いたい方、耐震
改修工事で建物を丈夫にしたいとお考えの方には補助金交付制度があります。
■対象住宅
　昭和56年5月31日以前に建てられた木造在来工法の2階建て以下の一戸建て住
宅など
■補助金額
・耐震診断に要した費用の2分の1に相当する額で5万円を限度とした額
・耐震改修に要した費用の23パーセントに相当する額で25万円を限度とした額
※詳しくは、パンフレット（開発建築課で配布）または市ホームページをご覧
ください。

　市では、「みんなでつくる美しいまちづくり条例」に基づ
き、皆さんの自主的・自発的な活動を支援します。
■ご近所まちづくり活動
　連続する3軒以上の建物の所有者などが協力して身近な緑化の
推進などを進めるまちづくり活動です。
■地域まちづくり活動
　一定規模以上の地域を対象に、まちづくり活動方針を定めて
進めるまちづくり活動です。
■テーマ型まちづくり活動
　景観、防災、防犯など、まちづくりに関する特定のテーマを
自ら設定し、研究や実践をすることにより、活動地域の環境の
向上を図るまちづくり活動です。
■活動費などの助成
　各活動に必要な諸活動費およびまちづくり計画の作成に係る
費用を助成します（予算枠に達し次第締め切り）。

※各種まちづくり活動を行うためには、事前に活動団体登録や
団体認定などの諸手続きが必要です。

自主まちづくり活動を支援します

団体などの種別 区　　分 助成限度額

ご近所まちづく
り協定の認定を
受けたもの

地域まちづくり
活動団体の登
録をしたもの

上記の団体のう
ち認定を受けた
もの

テーマ型まちづ
くり活動団体の
登録をしたもの

ご近所まちづくり協定
に係る諸活動費
（3年間）

地域まちづくり諸活動
費（3年間）

地域まちづくり計画作
成に係る費用

テーマ型まちづくり諸
活動費（3年間）

テーマ型まちづくり計
画作成に係る費用

花、苗木などの植栽
1万円

門、塀などの改造10万円
（改造費に要した費用の2分の1）

1年目 5万円
2年目以降10万円

5万円

50万円

1事業につき50万円

「
第
５
次
八
潮
市
総
合
計
画
」を

　
　
　
　
　
　
　
　

策
定
し
ま
す

「
第
５
次
八
潮
市
総
合
計
画
」を

　
　
　
　
　
　
　
　

策
定
し
ま
す

　

平
成
27
年
度
に
第
4
次
八
潮
市
総
合
計
画
の
計
画
期
間
が
終
了
す
る
た
め
、新
た
に
「
第

5
次
八
潮
市
総
合
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　

市
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行

政
運
営
を
図
る
う
え
で
の
最
上
位

の
計
画
で
す
。

　

第
５
次
八
潮
市
総
合
計
画
は
、

「
基
本
構
想
」
「
基
本
計
画
」

「
実
施
計
画
」
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

▼
基
本
構
想　

市
の
行
政
運
営
の

指
針
を
示
す
も
の
で
、
目
標
年
次

は
平
成
37
年
度
で
す
。

▼
基
本
計
画　

基
本
構
想
に
基
づ

き
、
施
策
の
あ
り
方
、
主
要
施
策

の
内
容
を
示
す
も
の
で
す
。

　

社
会
・
経
済
環
境
の
変
化
な
ど

へ
の
的
確
な
対
応
を
図
る
た
め
、

原
則
と
し
て
平
成
32
年
度
に
点
検

し
、
平
成
33
年
度
に
必
要
に
応
じ

て
見
直
し
ま
す
。

▼
実
施
計
画　

第
５
次
八
潮
市
総

合
計
画
基
本
計
画
で
示
す
施
策
の

方
向
に
沿
っ
て
、
具
体
的
な
事
業
、

事
業
の
年
次
計
画
を
定
め
ま
す
。

　

計
画
期
間
は
３
年
で
、
計
画
と

実
績
と
の
差
異
を
調
整
し
、
計
画

の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
、
毎

年
見
直
し
ま
す
。

　

「
町
会
自
治
会
連
合
会
代
表
者

会
議
」
「
計
画
策
定
市
民
会
議
」

「
女
性
提
言
会
議
」
な
ど
の
市
民

会
議
で
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
や

ご
提
案
を
踏
ま
え
、
庁
内
会
議
に

お
い
て
第
５
次
総
合
計
画
の
素
案

を
作
成
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
関
係
団
体
の
役
職
員

や
知
識
経
験
を
有
す
る
方
、
公
募

の
市
民
の
方
な
ど
で
構
成
さ
れ
る

「
八
潮
市
振
興
計
画
審
議
会
」
で
、

素
案
を
審
議
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
実
施
し
、
計
画
の
最
終
調
整

を
行
い
、
審
議
会
の
答
申
を
経
た

う
え
で
、
市
議
会
へ
議
案
を
上
程

す
る
予
定
で
す
。

総
合
計
画
と
は

今
後
の
予
定

総
合
計
画
の
構
成

□問
企
画
経
営
課
☎
○内
４
７
６
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国 民 健 康 保 険

公 共 下 水 道 事 業

稲 荷 伊 草 第 二
土 地 区 画 整 理 事 業

鶴 ヶ 曽 根・二 丁 目
土 地 区 画 整 理 事 業

大 瀬 古 新 田
土 地 区 画 整 理 事 業

西 袋 上 馬 場
土 地 区 画 整 理 事 業

八潮南部東一体型特定
土 地 区 画 整 理 事 業

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

表2  特別会計および企業会計の予算執行状況

区　　　分

〈特別会計〉 (単位：千円、％)

〈上水道事業会計〉 (単位：千円、％)

10,585,390

3,991,938

144,960

109,147

366,581

851,818

1,666,517

3,966,011

635,855

9,716,645
 9,996,196
 3,216,935
 3,116,073
 129,338
 22,325
 91,705
 44,856
 341,089
 186,840
 720,112
 458,570
 1,363,171
 1,195,551
 3,651,918
 3,281,021
 612,567
 582,356

91.8
94.4
80.6
78.1
89.2
15.4
84.0
41.1
93.0
51.0
84.5
53.8
81.8
71.7
92.1
82.7
96.3
91.6

1,879,516
1,726,386
527,174
1,021,511

1,880,569
1,774,747
778,786
1,453,073

99.9
97.3
67.7
70.3

予算現額
収入済額
支出済額

収入率
執行率

区　　　分 予算額
収入額
支出額

収入率
執行率

収 益 的 収 入
収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

平成26年3月31日現在

表3  市債の現在高 （単位：千円）

上水道事業会計（企業会計）  Ｃ 2,969,327

合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 57,033,493

土木債

特例地方債（臨時財政対策債など）

教育債

民生債

その他の市債

一般会計 26,974,880

11,034,676

10,084,439

3,816,175

462,589

1,577,001

公共下水道事業

大瀬古新田土地区画整理事業

西袋上馬場土地区画整理事業

八潮南部東一体型特定土地区画整理事業

特別会計

A

Ｂ 27,089,286

20,118,686

767,128

1,192,696

5,010,776

平成26年3月31日現在

表1  一般会計の予算執行状況 平成26年3月31日現在

（　）内の％は予算現額に対する収入率

科　目 予算現額
歳 入

固定資産税

市民税

都市計画税

市たばこ税

軽自動車税  

72億7,518万8千円

54億9,846万2千円

12億4,000万円

8億1,069万7千円

8,768万3千円

市税の内訳（収入済額） 

145億4,624万3千円145億4,624万3千円145億4,624万3千円
149億1,203万円（102.5%）149億1,203万円（102.5%）149億1,203万円（102.5%）

54億9,888万6千円54億9,888万6千円54億9,888万6千円
42億2,093万2千円（76.8%）42億2,093万2千円（76.8%）42億2,093万2千円（76.8%）

40億870万円40億870万円40億870万円
16億8,840万円（42.1%）16億8,840万円（42.1%）16億8,840万円（42.1%）

24億6,835万2千円24億6,835万2千円24億6,835万2千円
19億9,859万4千円（81%）19億9,859万4千円（81%）19億9,859万4千円（81%）

15億7,837万1千円15億7,837万1千円15億7,837万1千円
15億7,837万1千円（100%）15億7,837万1千円（100%）15億7,837万1千円（100%）

12億5,593万1千円12億5,593万1千円12億5,593万1千円
10億3,727万5千円（82.6%）10億3,727万5千円（82.6%）10億3,727万5千円（82.6%）

8億1,500万円8億1,500万円8億1,500万円
8億1,210万8千円（99.6%）8億1,210万8千円（99.6%）8億1,210万8千円（99.6%）

6億1,929万8千円6億1,929万8千円6億1,929万8千円
6億1,476万9千円（99.3%）6億1,476万9千円（99.3%）6億1,476万9千円（99.3%）

3億8,947万1千円3億8,947万1千円3億8,947万1千円
4億3,172万6千円（110.8%）4億3,172万6千円（110.8%）4億3,172万6千円（110.8%）

10億311万6千円10億311万6千円10億311万6千円 予算現額予算現額予算現額 収入済額収入済額収入済額

（　）内の％は予算現額に対する執行率
予算現額予算現額予算現額 支出済額支出済額支出済額

11億41万7千円（109.7%）11億41万7千円（109.7%）11億41万7千円（109.7%）

説　　　明

歳入の不足額を補うため、基金（預
金）から繰り入れるお金
地方公共団体間の財源の不均衡を調整する
ため、財政状況に応じて国から支給されるお金

地方消費税のうち、八潮市分とし
て交付されるお金

前年度から持ち越したお金

学校給食費や預貯金利子など

地方譲与税、地方特例交付金など

市が行う特定の事務・事業に対し
て県から支払われるお金

公共施設整備などのために、市が
国や金融機関から借りるお金

市が行う特定の事務・事業に対し
て国から支払われるお金

市民税、固定資産税、都市計画税
など

歳 出
106億6,307万4千円106億6,307万4千円106億6,307万4千円
100億823万2千円（93.9%）100億823万2千円（93.9%）100億823万2千円（93.9%）

66億4,430万6千円66億4,430万6千円66億4,430万6千円
49億2,015万3千円（74.1%）49億2,015万3千円（74.1%）49億2,015万3千円（74.1%）

48億550万6千円48億550万6千円48億550万6千円
30億5,229万1千円（63.5%）30億5,229万1千円（63.5%）30億5,229万1千円（63.5%）

31億4,377万5千円31億4,377万5千円31億4,377万5千円
31億4,228万2千円（99.9%）31億4,228万2千円（99.9%）31億4,228万2千円（99.9%）

30億2,025万5千円30億2,025万5千円30億2,025万5千円
28億1,338万9千円（93.2%）28億1,338万9千円（93.2%）28億1,338万9千円（93.2%）

20億3,875万2千円20億3,875万2千円20億3,875万2千円
17億9,759万5千円（88.2%）17億9,759万5千円（88.2%）17億9,759万5千円（88.2%）

9億4,598万1千円9億4,598万1千円9億4,598万1千円
8億8,324万9千円（93.4%）8億8,324万9千円（93.4%）8億8,324万9千円（93.4%）

4億3,088万7千円4億3,088万7千円4億3,088万7千円
3億5,351万2千円（82%）3億5,351万2千円（82%）3億5,351万2千円（82%）

2億5,899万5千円2億5,899万5千円2億5,899万5千円
2億5,432万5千円（98.2%）2億5,432万5千円（98.2%）2億5,432万5千円（98.2%）

2億3,183万7千円2億3,183万7千円2億3,183万7千円
1億4,181万1千円（61.2%）1億4,181万1千円（61.2%）1億4,181万1千円（61.2%）

科　目 予算現額 説　　　明

地方消費税
交 付 金

市 税

国庫支出金

市 債

諸 収 入

繰 越 金

県 支 出 金

繰 入 金

地方交付税

そ の 他

地方消費税
交 付 金

市 税

国庫支出金

市 債

諸 収 入

繰 越 金

県 支 出 金

繰 入 金

地方交付税

そ の 他

民 生 費

土 木 費

教 育 費

公 債 費

総 務 費

衛 生 費

消 防 費

商 工 費

そ の 他

議 会 費

民 生 費

土 木 費

教 育 費

公 債 費

総 務 費

衛 生 費

消 防 費

商 工 費

そ の 他

議 会 費

商業・工業の発展などに使うお金

議会の運営などに使うお金

消防力・救急力の強化に使うお金

ごみの処理、保健・環境衛生、スポ
ーツ振興などに使うお金

労働施策、農業振興、土地開発公
社への補助金などに使うお金

児童・高齢者・障がいのある方の福
祉などに使うお金
道路の建設・公園の整備などに使
うお金
学校の管理、図書館、資料館など
に使うお金
市が借りた土木債・教育債などの
返済に使うお金
住民票などの発行、庁舎の維持・
管理などに使うお金

歳入科目の説明

歳出科目の説明

予算現額合計
収入済額合計

321億8,336万8千円
283億9,462万2千円（88.2％）

予算現額合計
支出済額合計

321億8,336万8千円
273億6,683万9千円（85％）

145億4,624万3千円

54億9,888万6千円

40億870万円

24億6,835万2千円

15億7,837万1千円

12億5,593万1千円

8億1,500万円

6億1,929万8千円

3億8,947万1千円

10億311万6千円

106億6,307万4千円

66億4,430万6千円

48億550万6千円

31億4,377万5千円

30億2,025万5千円

20億3,875万2千円

9億4,598万1千円

4億3,088万7千円

2億5,899万5千円

2億3,183万7千円

更新された固定系防災行政無線の操作卓

ど
の
く
ら
い
の
お
金
を
使
っ
て

い
ま
す
か
？〈
予
算
執
行
状
況
〉

　

市
債
は
、
長
い
年
月
利
用
す
る

公
共
施
設
な
ど
を
整
備
す
る
た
め
、

一
時
的
に
多
額
の
費
用
が
か
か
る

と
き
に
金
融
機
関
な
ど
か
ら
借
り

入
れ
る
資
金
で
す
。

　

整
備
し
た
と
き
の
市
民
が
す
べ

て
負
担
す
る
の
で
は
な
く
、
長
期

間
に
わ
た
っ
て
分
割
し
て
負
担
す

る
こ
と
に
よ
り
、
後
に
利
用
す
る

市
民
も
公
平
に
負
担
す
る
し
く
み

で
す
。

　

一
般
会
計
、
特
別
会
計
お
よ
び

上
水
道
事
業
会
計
の
市
債
現
在
高

は
、
表
３
の
と
お
り
で
す
。

　

一
般
会
計
の
市
債
は
、
土
木
債
、

特
例
地
方
債
、
教
育
債
が
大
き
な

割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。

土
木
債
…
道
路
・
排
水
路
の
整
備
、

区
画
整
理
事
業
、
公
園
の
整
備
、

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
建
設
の
出

資
金
・
貸
付
金
な
ど
の
た
め
に
借

り
入
れ
た
も
の

特
例
地
方
債
…
近
年
の
地
方
の
財

源
不
足
を
補
う
た
め
に
特
別
に
発

行
が
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の

教
育
債
…
小
中
学
校
耐
震
補
強
・

大
規
模
改
修
な
ど
教
育
施
設
の
整

備
の
た
め
に
借
り
入
れ
た
も
の

借
入
金（
市
債
）は
ど
の
く
ら

い
あ
り
ま
す
か
？

一
般
会
計
の
主
な
市
債

　

一
般
会
計
の
予
算
執
行
状
況
は
、

表
１
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
お
よ
び
上
水

道
事
業
会
計
の
予
算
執
行
状
況
は
、

表
２
の
と
お
り
で
す
。

●
歳
入
…
主
に
市
税
、
国
か
ら
の

補
助
金
・
交
付
金
（
国
庫
支
出

金
）、市
の
借
入
金
（
市
債
）
な
ど

●
歳
出
…
主
に
児
童
・
高
齢
者
・

障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
へ
の
支
援

に
使
う
民
生
費
、
道
路
・
排
水
路

・
公
園
な
ど
の
整
備
に
使
う
土
木

費
な
ど

　

市
で
は
、
毎
年
２
回
、
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
税
金
な
ど
の
大
切
な
お
金
が
、
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
て
い
る
か
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
は
、
平
成
26
年
５
月
31
日
ま
で
の
出
納
整
理
期
間
を
経
て
、
決
算

額
と
な
り
ま
す
。

平
成
平
成
平
成成
2225
年
度
年年
度
下
半
期
財
政
状
況
の
公
表

下
半
期
財
政
状
況
の
公
表

下
半
期
財
政
状
況
の
公
表

平
成
25
年
度 

下
半
期
財
政
状
況
の
公
表

平
成
25
年
度 

下
半
期
財
政
状
況
の
公
表

平
成
25
年
度 

下
半
期
財
政
状
況
の
公
表

□問
財
政
課
☎
○内
３
０
６
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防災行政無線で放送した
内容が聞き取れなかった
場合、再度聞き直せます
（定時放送を除く）。
通話料は無料です。

●防災行政無線
　テレホンサービス

■保険料の変更内容

■均等割額の軽減措置

軽減後の均等割額軽減対象世帯となる所得基準軽減割合

33万円以下で、同一世帯内の被保険者全員が
年金収入80万円以下（他の各種所得なし）9割

33万円以下8.5割

33万円＋24万5千円×被保険者数以下5割

4,240円

6,360円

21,220円

33,950円33万円＋45万円×被保険者数以下2割

変更前
(平成24・25年度)

変更後
(平成26・27年度)

均等割額

所得割率

限 度 額

41,860円

8.25％

55万円

42,440円

8.29％

57万円

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
は
、

約
５
割
が
公
費
（
国
・
県
・

市
）
、
約
４
割
が
現
役
世
代

か
ら
の
支
援
金
で
ま
か
な
わ

れ
て
い
ま
す
。
残
り
の
約
１

割
は
、
被
保
険
者
の
皆
さ

ん
が
納
め
る
保
険
料
で
あ

り
、
大
切
な
財
源
で
す
。

保
険
料
は

大
切
な
財
源
で
す

※被用者保険の被扶養者であった方の軽減および所得割額の軽減は、従来どおりです。詳しく
は、国保年金課（☎○内835）または埼玉県後期高齢者医療広域連合（☎048-833-3120）へお問
い合わせください。

　

埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
今
後
見
込
ま
れ
る
費
用
と
収
入

の
状
況
な
ど
に
基
づ
き
、
2
年
ご
と
に
保
険
料
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
こ
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
平
成
26
年
度
と
平
成
27
年
度
の
保
険
料

が
次
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
26
・
27
年
度
の
保
険
料

な
ど
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

■保険料の計算方法
（所得割率）  （均等割額）

（前年の総所得金額 － 基礎控除33万円） × 8.29％ ＋ 42,440円 ＝ 年間保険料

□問
国
保
年
金
課
☎
○内
８
３
５

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
改
定

一定所得以下の方に対する保険料（均等割額）の軽減措置があります。

と
な
っ
た
県
内
在
住
の
方

給
付
額　

子
ど
も
１
人
に
つ
き
10
万
円

（
１
回
の
み
）

※
申
請
書
類
は
、
市
内
小
・
中
・
高
等
学

校
お
よ
び
市
交
通
防
災
課
で
配
布
し
て
い

ま
す
。

□問
県
防
犯
・
交
通
安
全
課
☎
048
・
830
・

２
９
５
８

　

市
町
村
ご
と
に
設
置
す
る
ブ
ー
ス
で
、

市
町
村
の
特
色
や
職
員
の
募
集
状
況
な
ど

に
つ
い
て
、
人
事
担
当
者
か
ら
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
す
（
八
潮
市
も
ブ
ー
ス
を

設
置
予
定
）
。

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

hitozukuri.or.jp/navi/event/

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

□日
７
月
10
日
㈭　

午
後
１
時
〜
６
時
（
入

場
は
午
後
５
時
ま
で
）

□場
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
（
Ｊ
Ｒ

京
浜
東
北
線
・
宇
都
宮
線
・
高
崎
線
さ
い

た
ま
新
都
心
駅
下
車
徒
歩
す
ぐ
）

□費
無
料

※
事
前
予
約
不
要

□問
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広
域
連
合

☎
048
・
664
・
６
６
８
１

　

子
ど
も
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
全
国
一
斉

「
子
ど
も
の
人
権
110
番
」
強
化
週
間
を
設

定
し
、
電
話
相
談
の
受
付
時
間
を
延
長
す

る
な
ど
し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も

た
ち
か
ら
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

□日
６
月
23
日
㈪
〜
29
日
㈰　

午
前
８
時

30
分
〜
午
後
7
時
（
土
・
日
曜
日
は
午
前

10
時
〜
午
後
５
時
）

□内
電
話
相
談　

０
１
２
０
・
007
・
110
（
Ｉ

Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
）

相
談
担
当
者　

法
務
局
職
員
、
埼
玉
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
子
ど
も
人
権
委
員
会

委
員
（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）

□問
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
048
・
859
・
３
５
０
７

　

平
成
26
年
第
２
回
八
潮
市
議
会
定
例
会

を
６
月
２
日
㈪
か
ら
19
日
㈭
ま
で
開
会
し

て
い
ま
す
。

一
般
質
問
日　

６
月
16
日
㈪
〜
18
日
㈬

※
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
の
仕
事
全

般
に
つ
い
て
、
執
行
機
関
か
ら
現
在
の
状

況
や
こ
れ
か
ら
の
考
え
を
聞
く
こ
と

□定
各
日
42
人
（
当
日
先
着
順
）

□問
議
事
調
査
課
☎
○内
２
７
７

●
第
１
回
八
潮
市
検
診
等
に
関
す
る
専
門

部
会
の
傍
聴

□日
６
月
24
日
㈫　

午
後
1
時
30
分
〜
２
時

30
分

□場
保
健
セ
ン
タ
ー

□内
平
成
25
年
度
が
ん
検
診
の
報
告
に
つ
い

て□定
５
人
（
当
日
先
着
順
）

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
995
・
３
３
８
１

●
第
１
回
八
潮
市
社
会
教
育
審
議
会
の
傍

聴□日
６
月
26
日
㈭　

午
前
10
時
〜
正
午

□場
教
育
委
員
会
会
議
室
（
市
役
所
別
館
）

□内
平
成
25
年
度
社
会
教
育
事
業
報
告
な
ど

□定
10
人
（
当
日
先
着
順
）

□問
社
会
教
育
課
☎
○内
３
６
５

●
第
１
回
八
潮
市
健
康
と
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
協
議
会
の
傍
聴

□日
７
月
２
日
㈬　

午
後
1
時
15
分
〜
２
時

30
分

□場
保
健
セ
ン
タ
ー

□内
八
潮
市
食
育
推
進
計
画
の
見
直
し
に
つ

い
て
、
平
成
26
年
度
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ

り
に
つ
い
て

□定
５
人
（
当
日
先
着
順
）

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
995
・
３
３
８
１

●
第
１
回
八
潮
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
運
営
協
議
会
の
傍
聴

□日
７
月
３
日
㈭　

午
後
1
時
30
分
〜
３
時

□場
保
健
セ
ン
タ
ー

□内
平
成
25
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
収
支
決

算
報
告
に
つ
い
て
、
平
成
26
年
度
事
業
計

画
お
よ
び
収
支
予
算
案
に
つ
い
て

□定
５
人
（
当
日
先
着
順
）

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
995
・
３
３
８
１

●
第
１
回
八
潮
市
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進

審
議
会
の
傍
聴

□日
７
月
10
日
㈭　

午
後
２
時
〜
４
時

□場
八
潮
メ
セ
ナ
会
議
室

□内
第
５
期
八
潮
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

・
介
護
保
険
事
業
計
画
な
ど
に
つ
い
て

□定
10
人
（
当
日
先
着
順
）

□問
長
寿
介
護
課
☎
○内
４
４
８

　

任
期
満
了
に
伴
う
八
潮
市
農
業
委
員
会

委
員
一
般
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

□日
▼
告
示
＝
８
月
２
日
㈯
▼
投
票
＝
８
月

９
日
㈯

□対
▼
投
票
で
き
る
方
＝
平
成
６
年
４
月
１

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
、
農
業
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
、
引
き
続

き
住
所
を
有
し
て
い
る
方
（
平
成
26
年
１

月
１
日
現
在
で
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
登
載
申
請
書
を
農
業
委
員
会
に
提

出
し
、
承
認
さ
れ
た
方
）
▼
立
候
補
で
き

る
方
＝
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に

登
載
さ
れ
る
要
件
を
満
た
し
、
平
成
６
年

８
月
10
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

立
候
補
予
定
者
説
明
会

□日
７
月
15
日
㈫　

午
後
２
時
〜

□場
市
役
所
第
２
会
議
室

立
候
補
届
出
日

□日
８
月
２
日
㈯　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時

□場
選
挙
管
理
委
員
会

□問
選
挙
管
理
委
員
会
☎
○内
２
６
４

　

施
設
内
の
害
虫
消
毒
を
行
う
た
め
、
休

館
し
ま
す
。

□日
７
月
５
日
㈯

□問
寿
楽
荘
☎
995
・
２
８
４
７
、
す
え
ひ
ろ

荘
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
☎
936
・
９

１
８
１

　

家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
改
築
し
た
場
合
、

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
が
課
税
さ
れ

ま
す
。
そ
の
税
額
を
算
出
す
る
た
め
、
市

の
職
員
に
よ
る
「
家
屋
調
査
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
家
屋
の
内
部

（
間
取
り
・
設
備
）
な
ど
を
拝
見
し
ま
す
。

　

ま
た
、
調
査
を
行
っ
て
い
な
い
家
屋
、

取
り
壊
し
を
し
た
家
屋
が
あ
り
ま
し
た
ら

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

□問
資
産
税
課
☎
○内
３
０
２　

　

「
平
成
26
年
経
済
セ
ン
サ
ス
―
基
礎
調

査
・
商
業
統
計
調
査
」
が
全
国
一
斉
に
行

わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ
い
て
実

施
さ
れ
る
国
の
重
要
な
調
査
で
、
７
月
１

日
現
在
で
行
い
、
わ
が
国
の
産
業
構
造

や
、
従
業
員
規
模
な
ど
の
基
本
構
造
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
対
象
は
、
店
舗
や
工
場
、
会
社
な

ど
の
す
べ
て
の
事
業
所
で
す
。

　

６
月
下
旬
か
ら
、
調
査
員
証
を
携
帯
し

た
調
査
員
が
調
査
票
の
記
入
を
お
願
い
に

伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の

行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
活

用
さ
れ
ま
す
。
調
査
票
は
、
法
律
に
よ
り

統
計
上
の
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は

固
く
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
各
事
業
所
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
も
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

□問
企
画
経
営
課
☎
○内
２
３
３

　

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
相
談
を
受
け
ま
す
。

□日
▼
６
月
11
日
、
７
月
９
日
（
各
水
曜
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
▼
６
月
22

日
、
７
月
27
日
（
各
日
曜
日
）　

午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

□場
や
し
お
生
涯
楽
習
館
工
作
室

□持
パ
ソ
コ
ン
（
お
持
ち
の
方
の
み
）

□定
各
10
人
（
当
日
先
着
順
）

□費
100
円

□問
や
し
お
生
涯
楽
習
館
☎
994
・
１
０
０
０

　

県
内
在
住
の
交
通
遺
児
等
を
対
象
に
、

援
護
一
時
金
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

□対
平
成
25
年
４
月
１
日
以
降
、
交
通
遺
児

等
（
18
歳
以
下
の
方
で
、
そ
の
保
護
者
の

一
方
ま
た
は
双
方
が
交
通
事
故
に
よ
り
、

死
亡
ま
た
は
重
い
障
が
い
を
負
っ
た
方
）

八
潮
市
議
会
定
例
会
の
傍
聴

会
議
の
開
催

八
潮
市
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

家
屋
調
査

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
寿
楽
荘
・

す
え
ひ
ろ
荘
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
臨
時
休
館

交
通
事
故
被
害
者
の
ご
家
族
へ

の
援
護
金

埼
玉
県
内
市
町
村
職
員
採
用
合

同
説
明
会

平
成
26
年
経
済
セ
ン
サ
ス
ー
基

礎
調
査・商
業
統
計
調
査

全
国
一
斉「
子
ど
も
の
人
権
110

番
」強
化
週
間

楽
習
館
Ｉ
Ｔ
サ
ロ
ン
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□申
６
月
14
日
か
ら
７
月
10
日
ま
で
に
、

窓
口
ま
た
は
電
話
で
文
化
協
会
事
務
局

（
八
幡
公
民
館
内
☎
995
・
６
２
１
６
）
へ

□日
７
月
６
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

□場
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル

□内
成
果
発
表

□費
無
料

□問
文
化
協
会
事
務
局（
八
幡
公
民
館
内
）

☎
995
・
６
２
１
６

①
学
童
保
育
所

□日
月
〜
金
曜
日　

午
前
８
時
〜
午
後
６

時
30
分
の
う
ち
７
時
間
45
分

□場
学
童
保
育
所
７
カ
所
（
わ
か
く
さ
・

お
お
そ
ね
・
や
わ
た
・
や
な
ぎ
の
み
や
・

お
お
ぜ
・
だ
い
ば
ら
・
は
ち
じ
ょ
う
）

□内
学
童
保
育
指
導
員
の
補
助（
小
学
校
１

年
生
〜
３
年
生
の
保
育
）

□定
15
人
程
度
（
面
接
に
よ
り
選
考
）

②
児
童
館

□日
木
〜
火
曜
日
（
水
曜
日
休
館
）　

午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

□場
だ
い
ば
ら
児
童
館
（
わ
ん
ぱ
る
）

□内
児
童
館
管
理
の
補
助（
受
付
、お
も
ち
ゃ

な
ど
の
貸
し
出
し
、
児
童
館
内
の
整
理
・

整
頓
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の
補
助
）

□定
若
干
名
（
面
接
に
よ
り
選
考
）

―
①
②
共
通
―

□対
７
月
19
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
の
う
ち
、

継
続
し
て
10
日
間
以
上
勤
務
で
き
る
18
歳

か
ら
50
歳
位
ま
で
の
方
（
学
生
可
、
た
だ

し
高
校
生
を
除
く
）

賃
金　

時
給
850
円
（
保
育
士
･
教
員
な
ど

の
有
資
格
者
は
950
円
）

□申
６
月
25
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
八
潮

市
臨
時
職
員
登
録
票
（
写
真
貼
付
）
、
資

格
証
（
有
資
格
者
の
み
）
を
窓
口
ま
た
は
郵

送
で
子
育
て
支
援
課
（
☎
○内
４
８
０
）
へ

※
選
考
結
果
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
が
発
注
す
る
小
規
模
な
建
設
工
事

（
修
繕
を
含
む
）
の
う
ち
、
少
額
で
内
容

が
軽
易
な
契
約
を
希
望
す
る
方
の
登
録
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

□対
市
内
に
主
た
る
事
業
所
（
本
店
）
が
あ

り
、
市
に
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
登
録

を
し
て
い
な
い
個
人
ま
た
は
法
人

登
録
期
間　

登
録
申
請
月
の
翌
月
１
日
〜

平
成
28
年
６
月
30
日

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

□問
財
政
課
☎
○内
４
４
５

□日
７
月
19
日
㈯　

午
前
９
時
八
潮
駅
南
口

集
合

□場
古
新
田
地
内
農
園
（
２
カ
所
の
農
園
で

摘
み
採
り
を
予
定
）

□内
旬
の
地
場
野
菜
（
枝
豆
、
小
松
菜
、
ミ

ニ
ト
マ
ト
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
）
の
収
穫

□定
25
組
（
１
組
３
人
ま
で
、
申
込
順
、
小

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

□費
１
組
１
０
０
０
円
（
保
険
料
を
含
む
）

□申
６
月
16
日
か
ら
、
園
芸
協
会
（
農
政
課

内
☎
○内
２
９
９
）
へ

□日
７
月
２
日
㈬
・
４
日
㈮
・
９
日
㈬
・
11

日
㈮
・
16
日
㈬
（
全
５
回
）　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

□場
八
幡
公
民
館
視
聴
覚
室
ほ
か

□対
市
内
在
住
・
在
勤
で
パ
ソ
コ
ン
未
経
験

の
方

□内
起
動
か
ら
文
字
入
力
（
実
技
）
〜
パ
ソ

コ
ン
の
基
礎
を
覚
え
る
〜

講
師　

瀬
田
寿
男
さ
ん
、
稲
葉
猛
さ
ん

□定
13
人
（
申
込
順
）

□費
無
料

□申
６
月
15
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
幡
公
民
館
（
☎
995
・
６
２
１
６
、
受
付

＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）
へ

□日
６
月
28
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分

□場
資
料
館

□対
小
学
生
以
上
の
方

□内
獅
子
舞
な
ど
の
祭
礼
行
事
で
食
さ
れ
て

い
る
小
麦
饅
頭
を
つ
く
り
、
地
域
の
食
文

化
を
学
ぶ

□持
三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン

□定
20
人
（
申
込
順
）

□費
200
円

□申
６
月
14
日
か
ら
26
日
ま
で
に
、
窓
口
、

電
話
ま
た
は
電
子
申
請
で
資
料
館
（
☎

997
・
６
６
６
６
）
へ

□日
７
月
12
日
㈯　

午
前
の
部
＝
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
０
時
15
分
、
午
後
の
部
＝
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
15
分
（
各
部
30
分
前

開
場
）
※
応
募
状
況
に
よ
り
、
上
映
回

数
・
上
映
時
間
に
変
更
あ
り

□場
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル

□定
各
部
500
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、

抽
選
）

□費
無
料

□申
往
復
は
が
き
の
往
信
欄
に
①
申
込
者
氏

名
・
電
話
番
号
②
同
行
者
（
３
人
ま
で
） 

③
鑑
賞
希
望
の
部
（
午
前
・
午
後
・
ど
ち

ら
で
も
）
、
返
信
欄
に
申
込
者
の
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
６
月
24
日

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
青
少
年
育
成
八

潮
市
民
会
議
事
務
局
（
社
会
教
育
課
内
☎

○内
３
５
７
）
へ
※
抽
選
の
結
果
は
、
７
月

上
旬
ま
で
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□日
６
月
21
日
㈯　

午
後
２
時
〜
３
時

□場
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室
前

出
演　

石
井
恵
美
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）

□費
無
料

※
事
前
予
約
不
要

□問
八
潮
メ
セ
ナ
☎
998
・
２
５
０
０

□日
７
月
25
日
㈮
・
26
日
㈯　

午
前
10
時
〜

正
午

□場
八
潮
メ
セ
ナ
展
示
室

□対
４
歳
以
上

□内
段
ボ
ー
ル
と
ケ
ン
ト
紙
を
使
っ
た
屏
風

作
り

講
師　

Ｊ
Ｉ
Ｎ
Ｘ
（
ジ
ン
ク
ス
）
さ
ん

□定
各
20
人
（
申
込
順
）

□費
無
料

□申
６
月
14
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
潮
メ
セ
ナ
（
☎
998
・
２
５
０
０
）
へ

□日
６
月
21
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分

□場
や
し
お
生
涯
楽
習
館
ホ
ワ
イ
エ
ほ
か

□対
小
学
生

□内
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

□定
20
人
（
当
日
先
着
順
）

□費
無
料

□問
や
し
お
生
涯
楽
習
館
☎
994
・
１
０
０
０

□日
７
月
６
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
悪
天
候
の
場
合
は
７
月
13
日
に
延
期

□場
や
し
お
生
涯
楽
習
館
駐
車
場

□内
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
や
市
民
同
士
の
交

流
、
市
民
活
動
の
支
援
を
目
的
と
し
た
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
模
擬
店

□問
や
し
お
コ
ラ
ボ
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

事
務
局
（
や
し
お
生
涯
楽
習
館
内
）
☎
994
・

１
０
０
０

□日
▼
６
月
21
日
、
７
月
19
日
、
９
月
20
日
、

12
月
20
日
（
各
土
曜
日
）　

午
後
３
時
〜

４
時
30
分
▼
平
成
27
年
２
月
21
日
㈯　

午

後
２
時
〜
３
時
30
分
（
全
５
回
）

□場
八
幡
公
民
館
研
修
室

□持
自
前
の
洋
ラ
ン
株（
お
持
ち
の
方
の
み
）、

筆
記
用
具

□定
20
人
（
申
込
順
）

□費
１
０
０
０
円
（
７
月
10
日
ま
で
に
八
幡

公
民
館
へ
納
入
）

楽
し
く
体
験
！！
ヤ
ッ
キ
ー
ひ
ろ
ば

洋
ら
ん
栽
培
講
習
会

第
36
回
八
潮
市
民
謡
民
舞
大
会

夏
野
菜
旬
採
り
合
戦

第
１
回
公
民
館
パ
ソ
コ
ン
講
座

親
子
名
作
映
画
会「
お
ま
え
う

ま
そ
う
だ
な
」

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン

コ
ン
サ
ー
ト

や
し
お
コ
ラ
ボ
フ
ェ
ス
タ
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

八
潮
市
小
規
模
建
設
工
事
等
契

約
希
望
者
登
録
制
度

夏
期
臨
時
職
員

人 権 そ れ は 愛
～性別にとらわれない個人が尊重される社会へ ～
　皆さんは、マララ・ユスフザイさんをご存知でしょうか？
パキスタンにおいて「女性の教育権」を訴え、反政府勢力か
ら銃撃を受け重傷を負ったにもかかわらず、今もなお滞在先
の英国において命がけで教育を受ける権利と自由のために闘
っている16歳の少女です。
　今でも世界の国々では、女性の人権が侵害され、基本的人
権すら保障されていない地域もあります。
　日本においては、女性の人権や男女の平等を保障する法律
などが整備されてきましたが、「男は仕事、女は家庭」とい
った性別による役割分担意識は依然として残っています。
　また、結婚・出産した女性の仕事と家庭生活との両立はい
まだに難しく、結果的に女性の社会進出が妨げられているこ
とや、夫・パートナーからの暴力（ＤＶ）や職場でのセクシ
ュアル・ハラスメント、性犯罪なども女性の人権を侵害する
重大な問題です。
　女性も男性も社会の対等な構成員として、責任を分かち合
い、性別にかかわりなく個性と能力を十分に発揮できる男女
共同参画社会を実現するためには、一人ひとりが性別にとら
われず、個人として尊重されることが大切です。
□問人権・男女共同参画課☎○内 ８１１、社会教育課☎○内 ３６５

本人通知制度に登録しましょう
個人情報などの不正取得を防ぐために

　本人通知制度は、戸籍謄本（全部事項証明書）や本籍の記載の
ある住民票の写しなどを本人の代理人や第三者に交付したとき
に、登録した本人に通知します。
　この制度により、不正取得の早期発見、不正請求の抑止につな
がりますので、登録しましょう。
●登録できる方
　市の住民基本台帳や戸籍などに記載されている方
●対象となる証明書
　住民票（戸籍の記載のあるもの）
　戸籍謄（抄）本
　戸籍の附票
●登録者に通知する内容
　本人の代理人および第三者に交付し
た事実
※請求者の氏名・住所は通知しません。
●登録方法
　窓口に来庁する方の本人確認書類
（運転免許証など）または委任状（代
理人による申請）を持参し、市民課また
は駅前出張所へ
□問市民課☎○内 ２１３

資
料
館
体
験
講
座「
小
麦
饅
頭
づ
く
り
」

ま
ん
じ
ゅ
う

段
ボ
ー
ル
で
屏
風
を
作
ろ
う

び
ょ
う
ぶ


